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H

博
士
論
文
紹
介
H

野
口
尚
志
著
「
太
宰
治
・
初
期
作
品
の
展
開
』

《
論
文
構
成
》

序
章
第
I
部
小
説
と
小
説
家
の
模
索

第
一
章
「
猿
面
冠
者
」
論

i
i
i同
時
代
の
〈
作
家
〉
表
象
と
の
関
わ
り
か
ら
i
i

第
二
章
「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」
論
1

1

〈
浪
漫
〉
言
説
と
の
関
わ
り
か
ら
j

i

第
三
章
「
め
く
ら
草
紙
」
論
(
一

)
i
l太
宰
治
と
象
徴
主
義
i
i

第
E
部
初
期
作
品
の
展
開

第
一
章
「
魚
服
記
」
論
1
1
1
テ
ク
ス
ト
の
相
砲
の
萌
芽
と
し
て

i
i
i

第
二
章
「
葉
」
論
i
i
i
〈
不
安
〉
と
断
章
i
i
i

第
三
章
「
め
く
ら
草
紙
」
論
(
二
)

i
i横
光
利
一
「
純
粋
小
説
論
」
と
の
対
立

i
!
?

第
四
章
「
秋
風
記
」
論
i
i
t
〈
空
虚
〉
な
「
私
」
は
ど
こ
へ
帰
っ
た
か
i
j

終
章昭

和
初
年
代
、
主
流
と
な
る
文
学
上
の
方
法
論
が
失
わ
れ
る
時
期
に
お
い
て
、

太
宰
作
品
に
は
〈
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
〉
が
多
く
見
ら
れ
る
。
著
者
は
本
論
文

に
お
い
て
、
主
に
そ
う
し
た
作
品
を
取
り
上
げ
、
自
然
主
義
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
学
が
自
明
視
し
て
い
た
小
説
観
か
ら
の
脱
却
を
は
か
る
太
宰
は
、
ど
の
よ
う

な
表
現
主
体
と
表
現
方
法
を
形
成
し
た
か
を
捉
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

先
ず
、
作
中
の
作
家
表
象
が
表
現
を
生
み
出
す
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
模
索

を
行
っ
た
か
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
「
猿
面
冠
者
」
や
「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」
は
主

流
と
な
る
方
法
論
喪
失
後
の
作
家
の
戸
惑
い
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。
「
め
く

ら
草
紙
」
に
お
い
て
作
品
を
支
配
す
る
も
の
と
し
て
の
小
説
家
像
は
終
湾
し
、

小
説
家
は
象
徴
主
義
的
方
法
を
と
る
こ
と
で
、
〈
文
学
の
本
質
〉
と
し
て
の

「
ポ
エ
ジ
イ
」
を
言
語
化
し
て
提
示
す
る
だ
け
の
限
り
な
く
無
為
な
媒
体
へ
と

転
移
し
、
読
者
に
よ
っ
て
意
味
の
生
成
を
は
か
る
創
作
現
場
を
開
示
し
て
い
る
。

第
H
部
で
は
表
現
方
法
に
注
目
し
て
論
じ
て
い
る
。
引
用
や
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
方

法
が
用
い
ら
れ
た
「
魚
服
記
」
、
意
識
的
に
断
片
が
並
列
さ
れ
た
「
葉
」
、
更
に

「
め
く
ら
草
紙
」
に
至
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
象
徴
主
義
的
な
、
言
葉
の
断
片
と
断

片
と
の
響
き
合
い
を
狙
う
方
法
へ
と
収
赦
し
た
と
著
者
が
指
摘
し
て
い
る
。
「
め

く
ら
草
紙
」
に
お
い
て
太
宰
は
横
光
利
一
の
「
純
粋
小
説
論
」
(
「
改
造
』
昭

m
・
4
)
の
「
純
粋
小
説
」
を
拒
否
し
、
流
行
に
動
じ
ず
に
新
た
な
表
現
へ
突

き
抜
け
よ
う
と
す
る
方
法
意
識
を
盟
持
し
て
い
た
。
「
秋
風
記
」
で
は
象
徴
主

義
の
受
容
の
仕
方
が
再
考
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
初
期
の
太
宰
作
品
は
、

そ
の
文
学
観
・
方
法
論
共
に
大
き
な
ゆ
ら
ぎ
を
見
せ
て
い
る
。
そ
の
ゆ
ら
ぎ
は

象
徴
主
義
を
応
用
し
た
小
説
へ
と
徐
々
に
形
を
な
し
て
い
く
。
敢
え
て
表
現
主

体
と
小
説
言
語
の
〈
空
虚
〉
を
求
め
て
い
く
そ
の
手
法
の
影
響
に
よ
っ
て
、
太

宰
の
作
品
は
特
定
の
時
代
相
か
ら
解
き
放
た
れ
た
普
遍
的
な
文
学
性
を
持
つ
こ

と
に
な
っ
た
と
著
者
は
述
べ
て
い
る
。

本
論
文
は
作
品
の
読
み
と
同
時
代
状
況
の
考
察
に
よ
っ
て
堅
実
な
論
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
の
太
宰
研
究
の
重
要
な
布
石
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
昭
和
初
期

の
文
学
研
究
に
も
多
く
の
示
唆
を
与
え
る
論
考
と
な
る
に
違
い
な
い
。
(
王
脊
潔
)
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